
支え合うきよせ委員会とは… 

  

 私たちは、運動することができる場所や社会とつ
ながるきっかけなどを市内にたくさん作ることで、
清瀬市で暮らす高齢者の皆さんが元気で健康的
な生活を送ることができると考えています。 

 

 支え合うきよせ委員会は、地域の住民や団体、
サービス提供事業者、行政などが協力して話し合
い、「高齢になっても住民一人ひとりが活躍できる
地域」の実現を目指しています。 
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支え合うきよせ委員会 

平成２９年８月２４日 

【資料９-１】 

 



生活支援コーディネーターとは 
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 高齢者の方が元気になる様々な活動を応援する専門職
です。現在行っている活動、これから行おうと考えている
活動について、困っていることや心配なことをお聞きし、解
決できるよう一緒に考えます。 

活動する上で必要な 

・場所や備品 

・助成金などの活動資金 

・一緒に行う協力者    

        に関する情報など 

行いたい活動があるけど、ど
うすれば実現するかわから
ない… 

活動をする上で困っているこ
とがあるけど、どこに相談す
ればいいのか… 

困り事が解決できるよ
う一緒に考えます！ 

活動するうえ
での困りごと 



１ 支え合い体験会の３つの目的                            
①「自分ができること」を知る 

②誰かに「助けて」「手伝って」と伝えてみる 

③人のお手伝いをすることの楽しさを知る 

  

２ 本日の流れ（時間は前後する場合があります）              

①支え合い体験について 

②早速、体験してみましょう（３０分） 

 ・「助けてほしい」カード3枚を選択します 

 ・グループ内のメンバーに声をかけ、「助けてほしい」カードを渡します。 

  カードのみを受け取る場合、交換を希望する場合、断られる場合。 

  全てのカードを他の人に渡せるよう、楽しみながら交渉してみて下さい。 

③カード交換を終えての話し合い（２０分） 

 ・体験して感じたことをお聞きします。 

 ・また、引き取り手のなかったカードについては、どうすれば解決できるか 

  話し合ってみましょう。 

④支え合うきよせ委員会の取り組みについてご紹介します。 

⑤アンケート記入 
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「支え合い体験をしてみよう！」 （参加者用資料） 



清瀬市について 

１．人口   74,642人 

 

２．面積   10.23㎢ 

 

３．世帯数  34,882世帯 

 

４．高齢者人口 20,649人 

       （高齢化率 27.66％） 
 

５．後期高齢者人口 10,894人 

   （後期高齢者高齢化率 14.60%） 
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いつまでも元気に暮らすために･･･   

生活支援・介護予防 

住まい 

地域包括ケアシステムの姿 

※ 地域包括ケアシステムは、おおむね３０
分以内に必要なサービスが提供される日
常生活圏域（具体的には中学校区）を単
位として想定 

■在宅系サービス： 
・訪問介護 ・訪問看護 ・通所介護  
・小規模多機能型居宅介護 
・短期入所生活介護 
・福祉用具 
・24時間対応の訪問サービス 
・複合型サービス 
   （小規模多機能型居宅介護＋訪問看護） 等 

 ・自宅 
 ・サービス付き高齢者向け住宅 等 

相談業務やサービスの 
コーディネートを行います。 

■施設・居住系サービス 
・介護老人福祉施設 
・介護老人保健施設 
・認知症共同生活介護 

・特定施設入所者生活介護 
                等 

 

日常の医療： 
 ・かかりつけ医、有床診療所 
 ・地域の連携病院 
 ・歯科医療、薬局 

老人クラブ・自治会・ボランティア・NPO 等 

・地域包括支援センター 
・ケアマネジャー 

通院・入院 
通所・入所 

病院： 
 急性期、回復期、慢性期 

病気になったら･･･   

医 療 
 

介護が必要になったら･･･   

   介 護 

■介護予防サービス 

地域包括ケアシステムの構築について 

○ 団塊の世代が７５歳以上となる２０２５年を目途に、重度な要介護状態となっても住み慣れた地域で自分らし
い暮らしを人生の最後まで続けることができるよう、医療・介護・予防・住まい・生活支援が包括的に確保される
体制（地域包括ケアシステム）の構築を実現。 

○ 今後、認知症高齢者の増加が見込まれることから、認知症高齢者の地域での生活を支えるためにも、地域包
括ケアシステムの構築が重要。 

○ 人口が横ばいで７５歳以上人口が急増する大都市部、７５歳以上人口の増加は緩やかだが人口は減少する
町村部等、高齢化の進展状況には大きな地域差。 

○ 地域包括ケアシステムは、保険者である市町村や都道府県が、地域の自主性や主体性に基づき、地域の
特性に応じて作り上げていくことが必要。 
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清瀬市内の元気になる活動 
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支え合いの仕組みづくり推進
上の課題抽出と対応策の検討 

市内各機関・個人との連携 

地域住民への意識啓発 

地域の支え合いの社会資源
（特に支え合い・地縁）の把握 

広報 

人材育成 

支え合いのサービス創出 
（立上・盛り上げ・底力アップ） 

活動場所・資金の創出 

支え合いサービスの創出 

支え合うきよせ委員会
の役割 
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近所の人達が気
軽に集まれる茶
話会をやりたい！ 

困っている人の
力になりたい！ 

地域で活躍でき
る場所が知りた
い！ 

できることを一緒にやりましょう！ 

生活支援コーディネーターにご相談ください！ 

【問い合わせ】０４２－４９５－５３３３ 

助け合いの
サービスを近所
で行いたい！ 



参考資料 
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11 2025年に向けた介護人材にかかる需給推計 より 
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2025年に向けた介護人材にかかる需給推計（確定値）（都道府県別） より 



財務省ホームページより参照 13 



 

○地域における助け合いや生活支援・介護予防サービスの提供実績がある者、または中間支援を行う団体等であって、地域で
コーディネート機能を適切に担うことができる者。 

○特定の資格要件は定めず、市民活動への理解があり、多様な理念をもつ地域のサービス提供主体と連絡調整できる立場の
者であって、国や都道府県が実施する研修を修了した者が望ましい。 

○コーディネーターが属する組織の活動の枠組みを超えた視点、地域の公益的活動の視点、公平中立な視点を有することが適
当。 

 

 市町村が定める活動区域ごとに、関係者のネットワークや既存の取組・組織等も活用しながら、資源開発、関係者のネットワー
ク化、地域の支援ニーズとサービス提供主体のマッチング等のコーディネート業務を実施することにより、地域における生活支
援・介護予防サービスの提供体制の整備に向けた取組を推進する。 

設置目的 

 

 常勤・非常勤やボランティアなどの雇用形態については問わず、また、職種、人数、配置場所、勤務形態等は一律には限定せ
ず、地域の実情に応じた多様な配置が可能であるが、市町村や地域包括支援センターと連携しながら活動することが重要。 
 

配置 

資格・要件 

 
○生活支援の担い手の養成、サービスの開発等の資源開発・・・・・第１層、第２層 
○サービス提供主体等の関係者のネットワーク構築・・・・・・・・・・・・第１層、第２層 
○地域の支援ニーズとサービス提供主体の活動のマッチング ・・・第２層 

役割 

コーディネーターの目的・役割等について 
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○行政機関（市町村、地域包括支援センター等） 
○コーディネーター 

○地域の関係者（ＮＰＯ、社会福祉法人、社会福祉協議会、地縁組織、協同組合、民間企業、ボランティア団体、介護サービス事
業者、シルバー人材センター等） 
 ※この他にも地域の実情に応じて適宜参画者を募ることが望ましい。 

 

 生活支援・介護予防サービスの体制整備に向けて、多様なサービス提供主体の参画が求められることから、市町村が主体と
なって、「定期的な情報の共有・連携強化の場」として設置することにより、多様な主体間の情報共有及び連携・協働による資源
開発等を推進する。 
 

設置目的 

 
 設置主体は市町村であり、第１層のコーディネーターが協力して地域の関係者のネットワーク化を図り、設置する。 

 ※地域の実情に応じた様々なネットワーク化の手法が考えられるため、既に類似の目的を持ったネットワーク会議等が開催さ
れている場合は、その枠組みを活用することも可能。 
 ※特定の事業者の活動の枠組みを超えた協議が行われることが重要。 

設置主体 

構成団体等 

 
○コーディネーターの組織的な補完 
○地域ニーズの把握、情報の見える化の推進（アンケート調査やマッピング等の実施） 
○企画、立案、方針策定を行う場 
○地域づくりにおける意識の統一を図る場 
○情報交換の場、働きかけの場 

役割 

協議体の目的・役割等について 
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第1層 市町村全域 中間支援組
織 

地縁組織 

社協 包括 

市町村 

協議体 
NPO 

民間企業 
ボランティア
団体 

第2層 日常生活圏域（中学校区等） 

協議体 

地区社協 

包括 NPO 

意欲ある
住民 

コーディネーター・協議体の配置・構成のイメージ 

町内会 包括 

介護サービ
ス事業所 

意欲ある
住民 

協議体 

○ コーディネーターとして適切な者を選出するには、「特定の団体における特定の役職の者」のような充て職による任用ではなく、
例えば、先に協議体を設置し、サービス創出に係る議論を行う中で、コーディネーターにふさわしい者を協議体から選出するよう
な方法で人物像を見極めたうえで選出することが望ましい。 
○ 協議体は必ずしも当初から全ての構成メンバーを揃える必要はなく、まずは最低限必要なメンバーで協議体を立ち上げ、徐々
にメンバーを増やす方法も有効。  
○ 住民主体の活動を広める観点から、特に第２層の協議体には、地区社協、町内会、地域協議会等地域で活動する地縁組織や
意欲ある住民が構成メンバーとして加わることが望ましい。 
○ 第３層のコーディネーターは、サービス提供主体に置かれるため、その提供主体の活動圏域によっては、第２層の圏域を複数
にまたがって活動が行われたり、時には第１層の圏域を超えた活動が行われたりすることも想定される。 

第2層 日常生活圏域（中学校区等） 

第1層コーディネーター 

第２層 
コーディネーター 

第３層 

コーディネー
ター 
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